
研究課題名 
Semi-rapid pacing と Cusp overlap view 法を組み合わせた
経カテーテル⼤動脈弁置換術における永久ペースメーカー植
込み（PMI）減少効果の検証：3 施設共同研究 

当院の研究責任者 職名：診療放射線技師    ⽒名：綱⽊ 達哉

研究の⽬的 

⾃⼰拡張型経カテーテル⼤動脈弁置換術（TAVI）において、
Semi-rapid pacing（120‒150 bpm）を Cusp overlap view
法と組み合わせて導⼊することにより、永久ペースメーカー
植込み（PMI）発⽣率が低下するかどうかを、3 施設（名古屋
ハートセンター・豊橋ハートセンター・岐⾩ハートセンター）
の診療記録データを⽤いて後ろ向きに検証する。また、３施
設における透視下弁留置深さの計測により、PMI 減少の機序
を明らかにすることを⽬的とする。

利⽤する情報 

・ 対象
３施設にて TAVI（経カテーテル⼤動脈弁置換術）を受けら

れ た 患 者 さ ま （Navitor/Navitor VISION ま た は Evolut 
FX/FX+使⽤症例） 

・ 利⽤情報の内容
電⼦カルテに記載されている診療記録（年齢・性別・合併
症・⼼電図所⾒・⼼エコー所⾒・⼿術記録・術後経過）、およ
び TAVI ⼿術透視画像（弁留置深さ計測⽤）、術前後の CT 画
像 

・ 利⽤情報の該当期間
2024 年 5⽉ 1⽇〜2026 年 5⽉ 31⽇

研究実施期間 2027 年 12⽉ 31⽇まで 
利⽤情報の他機関
へ の 提供の有無 

（有の場合はその名称） 

有 （名古屋ハートセンター、岐⾩ハートセンター） 
※匿名化データのみ提供

個⼈情報の取り扱い 
⽒名や住所等の個⼈を特定できる内容は削除し、匿名化した
上で解析を⾏う。データへのアクセスは研究担当者のみに限
定し、厳重に管理する。 

企業等からの 
資⾦提供の有無 無 



（有の場合はその名称） 

お問い合わせ先 
豊橋ハートセンター  
職名：診療放射線技師    ⽒名：綱⽊ 達哉 
電話番号：0532−37−3377 

備考  

 




